
名探偵カッレくん    

        アストリッド・リンドグレーン 作  

尾崎 義 訳 （岩波書店） 

スウェーデンの田舎町に暮らすカッレは、名探偵

に憧れ、町のパトロールを日課にしています。夏休

み、遊び仲間エーヴァ・ロッタの家にエイナルおじ

さんが滞在することになりました。カッレとエーヴ

ァ・ロッタ、もう 1人の仲間アンデスはエイナルと

一緒に城跡に出かけました。カッレは、エイナルが

地下室のドアを自前の合鍵であけたことに驚き、エ

イナルの監視を始めました。エイナルが落とした合

鍵で城跡に入り真珠を発見。指紋を採取しようと、

真夜中、エイナルの部屋にしのび込みますが、植木

鉢を倒しエイナルを起こしてしまいました。ピスト

ルを突きつけられたカッレは、夢遊病のふりをして

なんとか家に帰ることができました。 

エイナルを追う 2 人組みに城跡に閉じ込められ

るなど、ピンチの時も機転をきかせ、観察眼と推理

力で悪人たちを追いつめるカッレがいきいきと描

かれています。サーカスごっこや「ばら戦争」にあ

けくれる少年たちが夏休みの街角を駆け抜けます。 

10 歳くらいから。         （片木）    

                          

 くんちゃんのもりのキャンプ  

ドロシー・マリノ さく  

まさき るりこ やく （ペンギン社） 

ある日、こぐまのくんちゃんはいとこのア

レックとキャンプに出かけました。森のこみ

ちで巣を作っているコマドリ、泳いでいるア

ヒル、魚をとっているカワセミに会いました。

湖のほとりにつくと、くんちゃんはコマドリ

のように木の上にベッドを作りましたが、真

夜中ベッドはくずれおちました。次の朝、く

んちゃんはアヒルのやり方で泳ごうとして沈

み、カワセミのやり方で魚をとろうとしても

とれません。アレックみたいにくまらしくす

ると、なにもかもうまくいきました。でも帰

り道、道をまちがえたアレックに、くんちゃ

んは「こっちだよ」と来た道を教えて家に帰

り着きました。 

絵は線画に緑の淡色で表情豊かに描かれ、 

くんちゃんの行動は子どもには身近で、失敗

を笑いながらお話を楽しみます。読んでもら 

えば 4歳から。               （西村） 
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このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。 

お知らせ 

一日図書館員を募集 

本の整理、貸出や分類など、

図書館の仕事を体験してみま 

せんか？ 

・日時：7 月 22 日(日) 

9：15～18：00 

・対象：小学６年生～高校生 

・定員：３名 

・締切：7 月 16 日(月) 

※本人来館の上、窓口で申し 
込んでください。 
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四
月
か
ら
館
長
に
な
り
、
次
々
と
初
め
て
の
こ
と
を

こ
な
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
右
往
左
往
し
て
い
る
う
ち
に
三

か
月
が
過
ぎ
た
。
こ
ん
な
に
大
変
と
は
思
わ
な
か
っ

た
、
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。 

研
修
も
多
い
。
先
日
受
け
た
人
事
評
価
研
修
で
は
、

部
下
を
面
接
す
る
際
の
質
問
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
答
え
ら
れ
る
質
問
は
「
限
定
質
問
」、

そ
れ
に
対
し
て
相
手
の
話
を
引
き
出
す
質
問
は
「
拡
大

質
問
」
と
呼
ば
れ
る
。
効
果
的
な
面
接
は
、
部
下
に
で

き
る
だ
け
話
を
さ
せ
る
よ
う
に
進
め
た
い
の
で
、
拡
大

質
問
を
う
ま
く
使
う
こ
と
。
し
か
し
、
元
々
話
を
す
る

こ
と
自
体
に
苦
手
意
識
が
あ
る
の
で
、
面
接
そ
の
も
の

が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
る
。
質
問
を
考
え
て
い
る
う
ち

に
相
手
の
話
を
聞
い
て
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
、
本

末
転
倒
で
あ
る
。 

仕
事
上
で
は
色
々
な
立
場
が
あ
り
、
自
分
で
経
験
し

て
初
め
て
そ
の
大
変
さ
が
わ
か
る
こ
と
も
あ
る
。
皆
が

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ど
こ
に
い
て
も
円
滑
に
過
ご
せ
る
の
で
は
と
思
う
。 

高
校
生
へ
の
絵
本
講
座
で
、
幼
い
子
ど
も
は
絵
本
の

主
人
公
と
同
化
し
て
、
そ
の
体
験
を
自
分
の
体
験
の
よ

う
に
感
じ
る
の
だ
か
ら
、
結
末
は
安
心
、
幸
せ
な
絵
本

を
読
ん
で
あ
げ
て
ほ
し
い
と
話
し
た
。
主
人
公
と
同
化

で
き
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
他
人
の
立
場
に
立
っ
て
相

手
の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
本
を
楽
し
む
こ
と
に
よ

っ
て
主
人
公
と
同
化
し
、
喜
び
の
体
験
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 
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日 月 火 水 木 金 土
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8月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

7月の開館日

地 

下 

水 
『 女たちの王国 「結婚のない母系社会」中国秘境のモソ人と暮らす 』  曹 惠虹 著  

秋山 勝 訳 草思社  263 頁 2017 年 12 月刊 1,900 円 (請求記号) 382.2    
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雲
南
省
辺
境
の
ル
グ
湖
の
ほ
と
り
に
住
む
モ
ソ
人
は
、
家

父
長
制
の
中
国
で
、
二
、
三
千
年
も
前
か
ら
母
系
社
会
を
維

持
し
て
い
る
。
家
族
は
祖
母
を
中
心
に
、
そ
の
娘
と
母
系
に

連
な
る
子
孫
で
構
成
さ
れ
る
。
男
性
が
女
性
の
も
と
に
通
う

「
走
婚
」
と
い
う
習
慣
の
も
と
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
母
親

の
も
の
と
な
る
。
結
婚
が
な
い
た
め
、
夫
や
父
親
は
存
在
し

な
い
。
男
性
は
自
分
の
母
親
の
も
と
で
暮
ら
し
続
け
る
。 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
法
律
事
務
所
を
早
期
退
職
し
た
著
者

は
、
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
中
国
を
旅
す
る
う
ち
、「
女
人
国
」

と
称
さ
れ
る
モ
ソ
人
に
興
味
を
持
つ
。
祭
り
で
知
り
合
っ
た

少
女
の
家
族
に
温
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
、
二
度
目
の
旅
で
村

に
家
を
持
つ
こ
と
を
決
意
。
小
高
い
丘
の
上
に
、
松
の
丸
太

を
組
ん
で
建
て
た
家
か
ら
は
、
森
に
囲
ま
れ
た
湖
が
眺
め
ら

れ
る
。
田
植
え
、
夏
の
カ
エ
ル
狩
り
、
秋
の
豚
ま
つ
り
と
、

友
人
か
ら
誘
い
が
か
か
る
。
村
の
祭
り
に
友
人
に
言
わ
れ
る

が
ま
ま
民
族
衣
装
を
着
て
出
か
け
る
と
、
盛
装
し
て
い
る
の

は
子
ど
も
と
著
者
の
み
。
そ
の
見
返
り
に
は
、
子
ど
も
た
ち

同
様
、
村
長
か
ら
赤
い
祝
儀
袋
を
も
ら
え
た
。 

育
っ
た
家
庭
、
職
場
の
男
性
中
心
の
生
活
と
は
ち
が
い
、

女
性
が
尊
ば
れ
る
モ
ソ
の
社
会
で
は
、
そ
の
ま
ま
の
自
分
が

受
け
入
れ
ら
れ
、
著
者
に
と
っ
て
居
心
地
が
よ
い
。
一
方
で
、

個
々
の
所
有
物
は
共
同
体
の
も
の
と
い
う
精
神
に
は
馴
染
め

き
れ
ず
、
許
可
な
く
誰
彼
と
使
う
車
を
手
放
す
こ
と
も
あ
っ

た
。 男

女
と
も
相
手
に
縛
り
が
な
い
「
走
婚
」
と
い
う
風
習
、

女
性
中
心
の
家
族
の
な
か
で
の
男
性
の
位
置
、
役
割
な
ど
身

近
な
生
活
を
と
お
し
著
者
の
見
て
き
た
モ
ソ
の
社
会
は
興
味

深
い
。
そ
の
た
め
、
観
光
地
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
何
千
年
と

続
い
て
き
た
生
活
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
残
念
な
気

が
す
る
。 
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竹
内
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

＊カレンダーの×印は休館日 

＊  は館内整理日 返却のみ受付 (10：00～17：00) 

＊開館時間は 10：00～18：00 金曜日は 20：00 まで開館 

 

お知らせ 

13 歳からの読書会 
『農場の少年』を読んで 

・日時：8 月 12 日(日)  

10：30～12：00 

・場所：図書館 読書会室 

・対象：中学生以上（要申込） 

・準備：当日までに本を読んで 

きてください。 
 

 『農場の少年 インガルス一家の物語５』 
   （ﾛｰﾗ･ｲﾝｶﾞﾙｽ･ﾜｲﾙﾀﾞｰ 著 福音館書店） 

ニューヨーク州北部の農場に暮らす
アルマンゾ。父親を手伝い、霜でこおり
ついたトウモロコシの苗に水をかけ続
け、子牛をひとりで訓練し、すばらしく
大きなかぼちゃを育てます。 



 

 


